別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：工業研究費
	事業名: 生活技術研究所開発研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　生活技術研究所　試験研究担当　電話番号：0577-33-5252（内21）

　　　　　　　　　　　E-mail：c23106@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：7,213千円（前年度予算額：10,247千円）

　　　　　　　　　　　　県　　費：2,055千円（前年度県費：2,055千円）

　　　　　　　　　　　　外部資金：5,158千円（前年度外部資金：8,192千円）
	事業内容　


	１　事業の内容


　県内の木質系産業の抱える現場要望に即した研究課題を以下の６テーマ設定し、研究開発を実施するとともに、その成果を活用し企業における新製品開発、付加価値向上に寄与する。
・木材・木質材料の高機能化に関する研究(H21～23)
・遮音ならびに通気性能を有する木製引き戸の開発(H21～23)
・木質住環境が人体に与える影響に関する研究(H21～23)
・身体特性に基づいた椅子・シートの設計手法の確立と設計支援ツールの開発(H22～24)
・木製椅子の３Ｄデータ化手法に関する研究(H22～23)
・上肢、下肢支援ロボット（アクティブギプス）の開発(H21～23)
	２　所要経費


　生活技術研究所開発研究費　7,213千円
　　継続課題：7,213千円（県費：2,055千円、外部資金　5,158千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
木製家具、木製品製造業、住宅建設業を中心とした県内の木質系産業の抱える課題に対して研究開発を行い、新技術による競争力の強化、新商品開発につなげる。
	２　これまでの取組状況


　平成21年度は、以下の7テーマの研究を実施した。
①高齢者に配慮した生活用品の開発
②木質住環境の快適性評価に関する研究
③木材･木質材料の高機能化に関する研究
④遮音･通気性能を有する木製ドアの開発
⑤座り心地予測に特化した人体モデルの開発と応用
⑥家具産業におけるサービス工学の応用
⑦岐阜県産杉材を用いたシェル状家具の研究開発
この中で、③、④、⑦は、県内企業と共同研究を実施し試作品製作に至っている。⑥に関しては、現場のショールームにおける実証実験を行い、技術移転を開始した。
	３　これまでの取組に対する評価


　現場における個別的な技術課題を解決することにより、新たな付加価値を有した新製品開発に寄与することが出来た。これらの成果は、平成21年度、各種の技術支援策（研究会の開催26回、出前講座1回、巡回技術支援15件、新技術移転促進4件）や、研究発表会（9回）、広報紙（年間6号）、学会発表（4回）により積極的にＰＲを行った。引き続き地場産業の抱える課題に対して、研究開発を実施し企業支援を機動的・即応的に対応する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
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